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System Consultant Wave  

4 月 20 日（木）社会人としての義務 

 われわれお互いが、みずから進んで常識を豊かにしてゆ

くとか、仕事の力をさらに高めてゆくということは、もち

ろん自分自身のためではありますが、それは同時に、社会

に対する一つの義務でもあると思います。たとえば、われ

われの社会で、すべての人が一段ずつ進歩したとするなら

ば、社会全体も一段向上します。ところが他の人がみな三

段進歩したのに自分は一段も進歩しなければ、社会全体の

平均の段数は三段上がらないことになります。自分ひとり

のために全体の水準の向上が犠牲になるわけです。 

 われわれは、このような社会人としての義務感をしっか

り認識し、日々努めなければならないと思います。 

 

4 月 21 日（金）信頼すれば 

 人を使うコツはいろいろあるだろうが、まず大事なこと

は、人を信頼し、思い切って仕事をまかせることである。

信頼され、まかされれば、人間は嬉しいし、それだけ責任

も感じる。だから自分なりにいろいろ工夫もし、努力もし

てその責任を全うしていこうとする。言ってみれば、信頼

されることによって、その人の力がフルに発揮されてくる

わけである。 

 実際には百％人を信頼することはむずかしいもので、そ

こに、まかせて果たして大丈夫かという不安も起こってこ

よう。しかし、たとえその信頼を裏切られても本望だとい

うぐらいの気持があれば、案外に人は信頼にそむかないも

のである。 

 

4月22日（土）しつける 

日本人は、頭もよく、素質も決して劣っていない。だか

ら何がいいか、悪いかぐらいは百も承知しているはずであ

るが、さてそれが行動になって表われたりすると、たちま

ち電車に乗るのに列を乱したり、公園や名所旧跡を汚した

りしてしまう。 

やはりこれはお互いに「しつけ」が足りないからではな

いかと思う。いくら頭で知っても、それが子どものときか

らしつけられていないと、いつまでたっても人間らしい振

舞が自然に出てこない。つまりせっかくの知識も「しつけ」

によって身についていないと、その人の身だしなみもよく

ならず、結局社会人として共に暮らすことができなくなっ

てくるのである 

 

4 月 23 日（日）即断即行 

昔から「兵は神速を貴ぶ」という言葉がある。一瞬の勝

機を的確につかむかどうかに勝敗の帰趨がかかっている

場合がある。そういうときにいたずらに躊躇逡巡していた

のでは機会は永遠に去ってしまう。だから大将たる者は、

即断、即行ということがきわめて大事である。 

これは何も戦にかぎらず、一国の運営、会社でも同じで

ある。情勢は刻々にうつり変わっていく。だから一日の遅

れが一年の遅れを生むというような場合も少なくない。も

ちろんきわめて慎重に時間をかけて事を運ぶことが必要

な場合もある。しかし大事にあたって即断、即行できる見

識と機敏な実行力は指導者に不可欠の要件だと言えよう。 

 

4月24日（月）目標を与える 

 指導者にとって必要なことは、目標を与えることである。

指導者自身は特別な知識とか、技能は持っていなくてもよ

い。それは専門家を使えばいいのである。しかし目標を与

えるのは指導者の仕事である。それは他の誰がやってくれ

るものでもない。もちろん、その目標自体適切なものでな

ければならないのは当然である。だからそのためには、指

導者はそういう目標を生むような哲学、見識というものを

日ごろから養わなくてはならない。 

自分の哲学なり、体験に基づいて、その時どきに応じた

適切な目標を次つぎと与える。指導者はそのことさえ的確

にやれば、あとは寝ていてもいいほどである。 

 

4 月 25 日（火）心が通った商売 

商売というものは、形の上だけで見れば、品物

を売って代金をいただくということですが、それ

では自動販売機と変わりません。そこにやはり買

っていただいてありがたい、という感謝の気持、

お客さまが大事、といった気持を持つことが、商

売本来のあり方だと思います。 

よく昔の商人は「お客さまの家の方には足を向

けて寝ない」というほどの感謝の気持で客に接し

たと言います。そうすると、そういうものがおの

ずと客にも伝わり、同じ品物でもあの店で買おう

ということになって、両者の心が通い、社会全体

が潤いのあるものになってきます。私は商売にも

“物心一如”ということがきわめて大切だと思う

のです。 

 

4 月 26 日（水）福祉はみずからつくるもの 

お互いの福祉を向上させていくことは好ましいことで

あり、基本的には大いに推進されていい。しかし問題は誰

がそれを生み出すかである。 

今日、一つの風潮として、国民は国がいろいろやってく

れるだろうと思い、国は国民の税金を頼り、足りなければ

増税したらいいという安易な考えがある。それぞれが何と

かなるだろうと考えているわけである。しかし、福祉を高

めていくのに必要な資金は、みな国民が営々として働き生

み出した税金にほかならない。つまり福祉を行なうのは形

の上では国であっても、国民なのである。そういう認識を

深くし、福祉の向上のためにお互い何をすべきかを考える

ことがきわめて大事だと思う。 


